
これまでの行財政改革の経緯（大綱１頁）

第１次

第２次

第３次

第４次

《歳出の削減》

・職員定数削減
・補助金の削減

《歳出の削減》

・職員定数削減
・事務事業評価（事
務事業の廃止・負
担金の削減）

《収支均衡》
《成果重視》

・ふるさと納税
・戦略的政策評価
（目指す姿の明確化
と手段の最適化）

《共創》
《収支均衡》

《職員行動改革》

・時間のマネジメント
・
・
・

2006～2009

2010～2013

2014～2019

2020～2023

資料３

これまでの行革の内容
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比較参照：この間の政府予算の伸び率

18.9％増（2018年/2005年）

2006年から2018年の間に29億円(6.1％)減

▲70億円

(▲12.8％)
▲29億円

(▲6.1％)

行革による成果
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2005年から2018年の間に22億円(21.6％)減

(億円) ▲22億円

(▲21.6%)
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基金総額

2005年から2018年の間に129億円(151.8％)増

(億円)

＋129億円

(+151.8％)
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の財源不足

豊岡市長期財政見通し（2019年８月策定）

豊岡市の財政（大綱２頁、７頁）

人口減少・高齢化による市税収入の減少

合併市町村に対する合併特例措置の縮減・終了

社会保障関係費の増大

公共施設の老朽化に伴う多額の改修・更新経費の負担

歳
入
減

歳
出
増

【単位：億円】



一般会計

国民健康保険事業

後期高齢者医療事業

介護保険事業

水道事業

下水道事業

公立豊岡病院組合

北但行政事務組合

など

など

豊岡市


